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1緒 言

わたくしはCaprellidaeの 研究をしているうちに,こ の動物の腹部がほとんど退化してい

る現象に関心 と興味をもつようになった。 日本産のものがだいたい彩集されたので,そ の全

種類のものを此較検討し,ま た既知外国のものも調査 して,そ の変化退化のようすを比較系

統学的に研究 し,そ の間の系統的考察の資料にしようとした。

2Crustaccaの 体節変化

甲殻類の体節は様々に変化 し一見その系統を把握するのに困難を感ずる。特にワレカラの

如 きは,そ の腹部が針頭大 ぐらいに退化 したものもあ り,腹 部変化の系統的所見を確認する

のに苦労をする。

もともと甲殻類は30内、外の体節か らできていて,そ の各節に1対 のPdomera(外 肢)が

あるのが原型で,こ の形から多くの甲殻類が進化発展したものである。

(1)最 原型的甲殻類 ワレカラの腹部の系統的概念の基礎は最原型的甲殻類によって得 ら

図1三 葉 虫の体制模型

前方5節 は頭,後 方24節 内外は胴

れる。図1のTrilobita(三 葉虫類)な どは,

その原型的なものの1例 である。甲殻類の

祖先はみなこのように,か らだは前後に連

らなる沢山の節からできてお り,頭 ・胸 ・

腹の区分 もなかったと思われる。最初前方

い くつかの節が癒合 して頭部にな り,そ の

後 方 を 胴 部 とい い,こ の2つ に区 別 され る よ うに な った 。 外 肢 は す べ てbiramousappen一

dage(分 叉肢)で2個 のprotopodite(脚 基 節)か らendopodite

(内 節 肢)とexopodite(外 節 肢)の2本 が 出 て い る。 この 内 外

両 肢 は い ず れ も数 個 の 節 か らで きて い る。 最 前 端 か ら出 た 外肢 の

1ま た は2対 はantenna(触 角Mこ な った 。

② 第2次 的 進 化 腹 部 の 形 成 前 記 原 型 が第2次 的進 化 を して

胴部が腹部と胸部 とに分れた。胸部は,か らだの中心を占める位

置にあ り,腹 部は自由に動かせる必要があるのでこの2つ に分かれたものと考}xる 。

図2甲 殻類外肢 の原型
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図3頭 ・胸 ・腹 の で き た 原 型

図3の よ うにheadは,5～6節 が

集 中 し,thorax(胸 部)は7節,ab・

domen(腹 部)は6節 か らで きて お り,

最 後 の1節 はtelson(肛 節)と い い肛

門 を 開 く。 最 初 は 胸 部 ・腹 部 とい っ て

も両 者 の 間 に 判 然 と した 区 別 が あ った

わ け で は な い 。 ・

1)胸 節8・ 腹 節7へ 変 化 図3の 模 型 は 胸 節7で あ る けれ ど も,さ らに1節 加 わ っ て8

節 に な っ た もの が あ る。 この仲 間 は 胸 部 を 一 層 丈 夫 にす る た め に節 が余 分 に加 わ っ た もの と

思 わ れ ・ こ の仲 聞 にSchizopoda(ア ミ類)・ エ ビ類 ・カ ニ類 が あ る。 い ず れ も頭 部 は5,

胸部は8,腹 部は7体 節でできていて,

胸部体節は癒着 し表面に堅い胸甲ができ

あがっている。アミやエビでは腹部 も運

動用 として使われるので,可 動性の体節
へ

図4左 ア ミ ・エ ビ,右 カ ニの 体 制模 型

を形成 しているが,カ ニでは運動は専ら胸部にある発達した脚で行なわれる関係な どか ら,

腹部は全 く運動に使われなくなり,次 第に退化しついに胸部の腹面に接着 しているにすぎな

い状態になった。

2)胸 部7,腹 部6節 へ変化 胸部を前者ほどに固定する必要のないものは,胸 部が節7

にな り,腹 部は6節,頭 部は5節,合 計18節 からできている。この仲問に属する動物には,

Ligida(フ ナムシ)・Gammarus(ト ビムシ)な どがある。いずれ も腹部は自由に動き,運

動や抱卵のために使われる。

3)胸 節5,腹 節5へ 変化 体節は16節 で,う ち6節 が頭部,5節 が胸部,5節 が腹部に

なっている。Entomostraca(切 甲類)に 属するものが主にこの体制をとっている。特に面

図5ケ ン ミヂ ン コの 癒 合 腹 節

白いのはCopepoda(ケ ンミジンコ)で,そ の腹

部の第1節 と第2節 が癒着 し外見上腹部が4節 か

らできているように見える。元来この仲間の腹部

は運動力の主要器官ではないが,そ れでも腹部を

跳ねて泳 ぐこともある。あま り長い腹部を必要としなかったから節の減少 とい うことが現わ

れたのであろ う。甲殻類では不用な節は癒合する傾向があるとい うことがわかる。

4)腹 部の消失傾向 ワレカラは海藻の上で生活しているものや岩礁上で生活しているも

のな どがあるが,い ずれ もからだが非常に長 く棒状を した微小甲殻類である。主として胸部

の節だけがそれぞれ長くなってからだの主要部分をつ くりあげている。こうなると腹部の節

がさらに長 くなる必要はなくなる。そこで多 くのワレカラは腹部が退化 しほとんど肉眼では

見えな くなっている。しかし腹部は肛門を開くので,こ れを全然消失させるわけにはいかな

いので,最 も退化 したものは腹部が1節 になっていて,最 も多いのが現在発見されたもので

は5節 である。
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図6ワ ラカ ラの胴部 と頭部

腹 部 の構 造 は 非 常 に 退 化 し,最 先 端 の腹 節 の上 背 に はdorsalPlate(背 板),腹 側1に は

ventralplate(腹 板)が ある。これは背甲や腹

甲の退化したものである。またこの最終腹節に

は,雄 性生殖器の開孔部が左右1対 あ り,雌 で

は生殖器の開孔は腹部にな く胸部にある。 した
羅葬
がって雄の腹部は生殖用の役もする。肛門の開

孔部は腹面中央部にある。腹脚は欠如するか1

対ないし4対 ぐらいある。腹部全体が消失することは考}xら れないので,腹 部退化の最後は

1節 とい うことになる。

5)ワ レカラの腹節 前記のように甲殻類の比較形態学の立場およびワレカラ腹部消失傾

向の状態から考えて,ワ レカラの腹部はだんだんに節数が減少したものと思われる。 しか し

また6節 のものから1節 のものへの変化の過程を立証する研究がない。もしこれが立証され

たら,そ の間の系統の示標になる。この目的のために今まで発表されたワレカラやわたくし

の手もとにある日本産のものを含めて,腹 節数による体系化を試みた。

1.5腹 節のもの 腹部が5節 のものがわずか1属 発見されている。この属は1892年Kr・

Dyerに よって発見 されたものでCercopusと いい,体 長6～8mmぐ らい。69°N,67°Wの
Ci)

海 で60尋 の 深 さ か ら採 集 されCercopusHolbolliKroyerと 命 名 され た。

図8A.CercopusB.AeginellaC.ProtellopsisD.ProtoE.Caprella.

明 らか に5腹 節 か らで きて い て,第1腹 節 は 第2腹 節 と癒 合 した跡 を残 し,も と も と6腹

節 で あ っ た こ とを 示 して い る。

2.腹 部3節 と 思 わ れ た もの 腹 部 の4節 の もの は見 つ か らな か っ た。 腹 部 が3節 とい う

(2)

よ うに思 わ れ た もの は 図8のB・Cが そ れ で あ る。AeginellatristanensisChallengerの 腹

部 は 図8のBの よ うに な って い る が,発 見 者 は これ を 背面 よ り見 る と1節 で あ る と し て い
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る。(同 論 文P.1268),従 って これ は3節 で あ っ た と きの 癒 着 跡 が あ るの で3節 と誤 っ た の で

あ っ て,3節 か ら1節 へ 変 化 した名 残 りを 留 め て い る もの と思 わ れ る。 現 在 まで に 諸 論 文 を

調 べ て も,3節 とい う誤 記 ら しい もの は あ る が,3節 とい う確 認 す る種 は 発 見 され て い な い。

3.腹 部2節 の も の 数 属 発 見 され て い る。Frotellopsisと い う属 はChallengerに 記 載

され てい るが,し か し腹 部 の詳 細 な記 述 は な い。 そ の 背 面 は 図8のCの よ うに3節 に 見 え腹

側 は2節 にな って い る。

4.腹 節1節 の も の こ の仲 間 は非 常 に 多 い 。

ProtellaはDanaに よ り1852年 発 表 され た属 の名 で 腹 部 は な い と書 い て い る が,Protella

phasma(Mont)の 雄 で は,2対 の腹 脚 の あ る1個 の 小 さ い腹 節 を もっ て い る 。

Caprella・Prot・Dodeca・Caprellnopss・Caprellinoides・Aeginella・Podaliriusな どは

み な 腹 節 は1節 で あ り,そ の外 形 は だ い た い似 て い る 。

3考 察

い ま ま で ワ レカ ラ の腹 部 だ け を比 較 検討 した もの が な か った の で,甲 殻 類 の進 化 お よび 邊

化 の傾 向や ワ レカ ラ の一 般 的 腹 部 変 化 の傾 向 を比 較 検 討 して次 の よ うな考 察 をす る。

1.CapreUidaeの 腹 部 は,ほ とん ど1節 よ りな り,小 さ く退 化 し肛 門 の開 孔 部 に な っ て

い るに 過 ぎな い 。 し か し雄 に お い て は交 接 用 の腹 脚 を 具 え て い る。

2.外 見 上 発 見 に 苦 しむ ぐ らい に 退 化 した ワ レカ ラ の腹 部 もsも とは6節 か らで きて い た

と思 わ れ る。 そ の根 拠 の1つ は 甲殻 類 の原 型 か ら判 断 し体 節 は,は じめ頭 ・胸 ・腹 の 区 分 が

な か った が,次 第 に こ の区 分 が で き た。 ワ レカ ラ は体 制 の複 雑 化 して い る動 物 で あ る か ら,

は じめ は 頭 ・胸 ・腹 の3部 が あ り,次 に腹 部 が1節 内 外 に退 化 し現 在 見 られ る よ うな胸 部b

か りの 動 物 の よ うな もの に な っ た と考 え られ る。

3.前 記 仮 説 が 正 しい な ら,現 存 してい る ワ レカ ラ の うち腹 部 が6節 か ら1節 の もの ま で

あ っ て よい は ず で あ るが,わ た くしの 調 査 に よ る と6節 の もの は ない 。5節 の もの はCerc-

opus1属 だ け だ っ た。4節 の もの は 発 見 され て い な い 。3節 の も の が2節 に変 化 した跡 を

留 め て い る も の にProtellopsisとProtellaが あ っ た。 そ の他 の もの は,ほ とん ど1節 で で

きて い る が,こ の1節 もAeginellaで は3節 が1節 に癒 着 した根 跡 を残 して い る。

4.ワ レカ ラの 腹 部 体 節 変 化 を調 べ る た め文 献 に 当 っ て み た が,そ の ほ とん どの も の が腹

部については余 り関埜々もっていない。腹肢については詳細に記載され属の特徴 としても採

用されている。体節は脚数よりも重視すべきである。
(3)

5.系 統 へ の 考 察 ワ レカ ラ の 系 統 考 察 はHallerが1879年 に 下 記 の よ う に 発 表 し て い る。

Cervettina

↓

Proto

↓
Protella

/↓

CyamidaeAegina

↓

Capreila

↓

Podalirius
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ワ レカ ラ の研 究 家 の多 くは,ワ レカ ラ の脚 の変 化 に多 くの興 味 を 引 かれ ・ 腹 部 に は 余 り興

味 がな い よ うに も思 われ る こ とは種 の 記載 例 を見 れ ば わ か る 。 しか し脚 の 消 失 存 在 よ りも体

節 の消 失 存 在 の 方 が 先 行 す る か ら,こ れ を 系統 判 断 の 重 要 な 資料 にす べ きで あ る 。 この 考}x

方 か ら上 記Hallerの 系 統 図 のProto属 の直 前 にCercopusを 入 れ て この 図 を 訂 正 した い ・

HallerがProtoを こ の位 置 に お い たの は,第1胸 脚,第2胸 脚 が よ く発 達 して い る点 に注

目 した の で あ るが,そ の よ うな もの は他 に もい くつ か あ り,Cercopusに も退 化 した とは い

え 第1胸 脚 ・第2胸 脚 が あ る。 発 達 の 程 度 の 差 よ りも,有 無 の 方 が系 統 判 断 には 優 先 す る も

の と考 え る。 ま た腹 節 はCercopusは5節 あ る がProtoは1節 に 退 化 して い る の で,明 ら

か にProtoよ りもCercopusの 方 が原 始 的 で あ る。

4結 言

ワ レカ ラ科 の腹 部 は非 常 に小 さい 節 に退 化 して い る が,も とは6節 か らで きて い た と思 わ

れ る。 腹 部 が運 動 用 に使 わ れ な くな っ た関 係 で1節 に ま で退 化 した。 現 存 種 で は腹 節 が 明 ら

か に判 断 で き る もの は,5節 の もの がCercopus,2節 の もの がProtellopsis,ほ か の ほ とん

どは1節 で あ った。

この腹 節 数 の こ とか らHallerの ワ レカ ラの 系統 図 のProtoの 前 にCercopusを 入 れ る

べ きで あ る 。
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